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「なぜコミュニティメディア『わぃわぃ』に関
わることにしたのか―バトンを受け取ると
いうこと―」
2016年7月、関西学院大学総合政策学部
研究会にお招きいただき、「なぜコミュニ
ティメディア『わぃわぃ』に関わることにし
たのか―バトンを受け取るということ―」
というテーマでお話をさせていただきまし
た。
「わぃわぃ」とはNPO法人エフエムわいわ
いの愛称です。「わぃわぃ」は、阪神淡路大
震災直後、外国人被災者向けに震災関連情
報を伝えるために始めた多言語の災害FM
放送局が前身となり、1996年1月17日にコ
ミュニティ放送の免許を得て立ち上がっ
た、日本初の多言語・多文化のコミュニ
ティメディアです。長田区からさまざまな
言語での放送を行うほか、1999年9月発生
の台湾中部大地震、2004年10月発生の新
潟県中越地震、2011年3月発生の東日本大
震災では、臨時災害放送局の開設・運営支
援、被災者（特に外国人住民）への災害情報
の提供を現地の臨時災害放送局やコミュニ
ティラジオ局と連携しながら行ってきまし
た。
その「わぃわぃ」が2016年3月末をもって
電波放送を停止、また長らく運営に携わっ
てきた3名の代表理事が退任することとな
り、ラジオ後の「コミュニティメディア・
FMわぃわぃ」を作っていくバトンを受け
取ったのが私でした。
現在は、「多文化なまちづくりに寄与す
る、少数者の発信の場」という理念はもち
ろんそのままに、発信手段をインターネッ
トに一本化し、運営体制をボランティア中
心とした新しい形で、コミュニティメディ
アとしての活動を行なっています。
講演では、「わぃわぃ」のことだけでなく、
バトンを受け取った私自身を紹介させてい
ただきました。
私がNPOのスタッフとしてキャリアを
スタートさせたのが、約15年前。めまぐ
るしく進化するテクノロジーが、市民社会
や社会的少数者のためにこそ活かされるよ
う、ICTの活用をサポートするNPOに勤め
たのが、そもそもの始まりでした。そこで
はパソコンのリユース、多言語Webサイト
の制作、市民活動団体や多様な背景を持つ
子どもたちによる動画制作・配信などの活
動に参加しました。中でもインターネット
を活用した発信活動では、発信しようとい
う人、特にマイノリティの青少年のサポー
ター役を仰せつかりました。動画や番組を
作ろうとしているのは、ごく普通の、しか
し多様な背景を持つという一点で、社会的
弱者に立たされている人たちです。自分の
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思いや考えを形にして表明し、広く発信し
ていくプロセスは、難しく、だからこそ可
能性を感じるものでした。この活動もまさ
に今の私を作っているひとつだと考えてい
ます。
その他、インターネット回線の常時接続
や高速化、家庭用機器の向上が、活動の誕
生に影響していたことを、ドックイヤーと
されたICTの歩みも合わせて紹介しました。
「わぃわぃ」の歴史や概要、小さな放送局
が市民社会にどのように必要とさせてきた
か、そして電波放送の終了までをお話した
後は、私が決心した時に定めた3つの目標
をお伝えしました。安心して発信できる場
づくりを行うこと、安心して受信できるメ
ディアになること、誰かの“生きる”を広げ
るメディアになること、です。私は「安心」
というのは社会的弱者でだけでなく、社会
に生きる中で誰もが保証されるべきことだ
と考えています。例えば初対面の相手への
自己紹介や信頼のおけない相手には決して
伝えないようなこと。出自だったり、病
歴だったり、ゆずれない価値観だったり、
100人いればそれぞれいろんなことを抱え
ています。事の大小に関わらず、言えない
踏み込まれたくない何かを抱えていても、
「私は誰にも踏みにじられることはない」と
いう安心が豊かな多文化共生に繋がると考
えています。
団体の代表になり、22年積み重なってき
た活動の中心に立つという、その重責にど
こか怯えながらも、取るものも取り敢えず
手をあげたのは、地域の中に「わぃわぃ」を
残したい、何より私にとってそんな場所が
あってほしいと願ったからでした。
もし自分が踏まれたとき、頼れる場所が
地域にあるような社会であってほしいとい
う願いでもあり、自分が踏む方の当事者に
なったときに、気がつき、恥ずかしさを感
じながら、もう一度考えなおすことができ
る場を作りたいという願いでもあります。
私達の社会にはまだまだもっと、生々し
く、生きることを阻害されている人たちも
います。そうしたことを感じ、学び、考え
続けることは、どこかの誰かの生を広げる
のではないでしょうか。
コミュニティのメディア＝媒体として、
そうした小さな声の発信と、思考し続ける
地域の仲立ができればと考えています。
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